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沿岸漁業綜合開発調査事業

 沿偉漁業振雫の資とする定め下記の試験調査を実臨した。
 ω底刺網漁業試験

 12〕中層魚礁設一置

(3)撒餌式魚礁試験

 14〕漁具・漁法技術指導

(1)底刺一網漁業試験一
1.目的

 この調査は沿岸漁業の省力化に伴う漁法転換策の一環として資源の開発並びに寒滋寧源の有
 効左利用を目的として実施した。
2.使用船

 がもめ14・65屯60馬力

 3・調査期間海域,漁獲・操業回数.

4.

     次数調査期間調査海域漁獲量操葵回数

     140-8.21～8.24片溝押合エソ2サメ32回

     28.28～95.驚着筆屋久島ぷ葦茅』1簑篭6"     311.15～11.256'・

     412.2～12.9権ぞね,悶新ぞねアカハラZ0"2〃

     541,1.22～1.28口永良部島近海タルメ1ω"1〃

     61・1・～…硫黄島・馬毛島近海なし2"

漁具

 漁具の構造

 1)重1要寸法浮子方仕立上40-5m沈子方39m
 2)漁具の性状長い帯状の網で海底に設置し両端は錠で閻定する。
 3)漁具1反分の構成
 い身.網アミラン2101D30本18醐50目掛フ5皿切1反を浮子

 方4G.5m(縮緒4-6割),沈子方39㎜(締結4-8割)に仕立る。
 浮子,沈子方は35.本半目編き

 ろ浮子縄ハ・{セックス6伽421n1条。片側はO・5m伸ばし片側はアイ
 スプライスとする。

 ば浮子方目通1綱ハイゼックス6枷42m1条,両端は3に同じ。

 に沈子綱ハイゼックス12椛胴40-5m1条両端ぱ3に1司じ。

 ほ沈子方目通1縄、ハイゼックス6榊40・5m1条両端ぱ3・に同じ。

 へ浮子径…ガラス玉・・個を綱で覆い・m毎に図咋うに附す。7
 イぞプライス割ば端から他端ぱ5尺の処から附す。

 と沈子弟190タのものを沈子綱に通し29cm毎に附丸計135樋
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 ち染料.一化学染料一が=,一チ色」一「

 4)反の継合子ミラン60本でかき合わせる。
5)使用反教10反

 6)両端のしぼり操業の場合両端(.10反の)ぱ4.5bにしぼる。
 フ)その他必要資材

 り固定錨10～15Kgの自然石2個

 ね浮標綱クレモナ6分150エロ2条

 る浮標径1尺ガラス玉6問,表面に11間,3尋の位置・に1個,浮子網上

 り上方え11軸?位置に1個・・計1i回を帥一!の浮鶴綱に附九
 を旗竿2本

 浮子・沈子方構成

操業図
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5.  副i漁具

 ローラーを右舷に備え揚岬舛こ一れによ今。
 15一㎜

鉄理

 1斗べ一・

6.

45

 ・ローラー(木製)

 I調査概要

1.1次航海

 揚網機あ揚綱能力はすでに鹿児島湾内でテスト済みであったが本格的楳業の実施前に外海
 でのテストも必要であった定め漁獲試験並びに漁場調査を兼ねて下記のと右り水深の浅い潮

 流の比較的緩慢と思える場所で詞章を実施した。
 調査月日漁』易位置水深底質.使用反教
 40,822広曾根E46m砂地5反'
 40,823大瀬W52m砂地5反

 調査の結果は第1日目揚網銅始凌2反半まで揚網が進んだところで暢網砕のギヤー部クが軋
 み回転が停止した。原因が不明のまま分解櫨立し翌日再度郡査を行なっ乍弓…前日同様2反半
 迄蝪網後書び回怯しなく立ったため故障ケ所究明のため鹿児島港に熾港した。な倉総押した
 漁獲物ぱ1日目エソ2尾(玉I・L・20,25仁刊)サメ仔3尾(P・L・43・手8・35
 απ)であった。
 イー投網方法

 投網にあたっては瀬並びに海底の林況を充分に調査した。而漁場とも瀬ば卓立の状態で
 あっ=て網漁具が潮流によってどの程度移動するか見当がつか在いため瀬の裾部のやや平坦
 ・な所に投網することにした。投網位置は瀬の棚上に在るようにして網は潮流を横切るよう

 に投網した。網地は左舷の緒に浮子方・解に沈子方がくるように整導し左舷から投郡を行
 一つた。投桐はドラム,自然石,紬也の順に行い網の張り具合によって船は前進微速,停止
 をくりかえし紳也投入に続いて自然石,ト'ラムーの投入で投網は終了した。
回腸網方法

 右舷前中1版上纐11収取り付けた捲上げローラーに・よって揚網し,沈子方は左舷幌側に浮
 子方は左舷繕一1頁1」になるように整理した。

 2回だけの調査で充分な効果ぱえられなかっ九。この漁業は目的の場所にいかにして投入す

 るかということがポイントになると思われるので水深が深くなれぱな名ほど又潮流,'風媒等
 の影響も勘案して投絡を行う必要があるものと思われかなり熟練を要することになるが今回

 はこの点については充分な考慮を払うことば出来なかった。
22次航海

 当初天候不順のため宇治群島周辺て喋業したが漁独は殆んどなかった。潮流は割合早く網

 が沈降中に流され両端が老しく吹き寄せられたこともあった。西新ぞねてぱ初め・～l11合のた

 め急潮流を考慮して比較的浅い100m附近で操業した処カンパチ、タルメ(何れもFリD
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 ～90oπのもの)の好漁があった。小潮のためか潮流も比較的緩やかであったので最終回は

 修理中の1反を残し9反を投入した。漁場は前日と殆んど変ら.ず90～110m附近で,漁

 獲物ぱ5回目とやや異りカンパチの外メジナ,ニザダイ(コメジロ)の漁獲が多かった。
 なお最終回には瀬がかりしたが大事には到らず網の破損は比較的軽微であった。今次航海

 で特に感じた処を記すと次のとおりである。
 a投網位置について

 今次航海は瀬の近くの比較的平坦な位置に投網したが5エロ前後の起伏のある海底在ら網

 が岩礁にかかることぱ少いようである。瀬の潮上に投網するのか常識ではあろうが,実際
 操業の場合・好い瀬があっても潮上に荒瀬があれば投網不可能な場合もあろう。しかし長

 時間定置するのであれば潮流の変化により設置位置が一時的に瀬の潮上に相当する時亥1」が

 あるわけで恒常的麦潮流のある海域以外てば余り拘わることは安いと思われる。

 1⊃漁場について.
 宇治群島方面てば民間船が時期によりメジナ等の好漁をしていると聞く.が今次調査では
 漁は皆無であった。西新ぞねでやや好漁を見たが短期間の操業であるためぱっきり言えな
 いが沖合漁場が,好漁が期待出来そうである。梅吉ぞね,臥蛇西ぞね,権ぞね,屋久新ぞね

 種子島東方等興味ある漁場と考えられる。な益冬期季節風の連吹する時期は沖合操業は困、

 難となるので漁場の撰択には種々制約があるものと考えられる。
 C漁獲能率について

 数字的友比較てば失いが過去の『かもめ』による瀬魚1本釣と比べると感じとしてぱ一
 段と能率がよいように思われる。二泰釣に比べて著しい深海てば操業不可能であるとか或
 は機動性の点で劣るとか不利な点はあるが漁場の撰択さえよければ可成りの成果は挙げら

 れるもあと考えられる。
 d一漁獲物及ぴ鮮度について

 網目が大きく(30本6寸目)しかも一直網のため小型魚の羅網は全くなくカンパチ,
 アラ,メジナ,ニサグイ等何れも5-0涜以上のものが多かった。(1尾,全長1.8m35
 K9のサメも漁獲された)網目を小さくし三重とすれば小型焦を主として大型魚も漁獲され

 るであろうが投網反数を多くしたい場合は修理の手間が考えられるのでむしろ一重の大き

 凌呂合の網の方が有利であろう。鮮度についてであるが底刺網は夕刻投網し翌朝揚網する

 ので早期羅網.し衣魚は大体死魚と在って来るが(生魚死魚は半々程度の割)そのような魚
 体は鮮度が薯.しく悪い。又生魚でも死点でも同様であるが網の目にかかるため網糸が喰い

 込々でいたり蝉糸による擦り膓があったりして一本釣の漁獲物に比べると甚だしく鮮度が
 悪く外観も損われている魚体が多い。このことはこの漁法1の欠点であろうが鮮度低下,魚

 ∴体損傷による魚俘孝持率でカーバーしなければ仕方あるまい。
 .邑1・3次航海

 今次航郷蛙即瞬即、、、肺一ラーの嘩準を毎分30'になるよグギー÷Lを変え
 て擬薬し走。大体適当な速度と忠わhる。なおローラーには従来コームを取付けてあっ・たが絹
 によるゴム俗裂傷が多く網地がかか珍捲きつく原因とをるのでクレモ≠ロープ産5分を蜷き
 .つけ尭が結茱は割合良好であ?た。
 本航海は種子皐～黒島近海で主に操業したが好漁ばなかった。種子島東部漁場ぞぱよい瀬が
 一二あったにもかかわらす卿牢は皆無であっ旭地元一本釣漁船員の話によれば一島寄の漁場は
 勿論・手中合の瀬で沓近年漁獲が著しく低下し足とのことである。
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 ヤクロ瀬黒島漁場は瀬がやや荒い・・馬ミβ学南の浅ぞね
 ぱ実1」合広くアカハラ,コゼンが若干漁獲されたが,時期

 によれば可成りの漁獲があるので'ぱ左いかと考えられる6

44次航海

 臥蛇島を中心とする洲1合曾根での調査を主体とし天候

 悪化の場合には附近島喚の片よりを調査するという計画

 であったが期間中言1画ど釣り行動できず権曾根,西新曾根の2ケ所と各1回調査したにすぎ

 なかった。諏訪ノ瀬后,南東部,・一之島東部には投網適地がろろにもかかわらず梅雨は渦を形

 1卒するほど沙流が速やかったため投網は殆んど不可能に近かった。
 一方梅曾根,閑新曽根での沖合でも沙流がかなり速く又好天候の持・続も短く充分を調査は出

 来なかった。
5.5次舟書屹

 天候の関係て島映、Uの沿岸域を調査する計画で亭ったが悪天候が続き操業ば1回だけで

 あった。凌お口永良蔀は深みが岸近く寸で迫っており投網適地は殆んど在く=1聖天候時の調査
 もでき.左かった。

6.6次航海

 硫黄島南のヤクロ幽附近では2.3の船がタルメを漁独しているとのことであるが今次航海
 てば漁独は皆無であっ売。iその凄天候悪化レ窩足な櫟業は出来す浅ぞね北償1」で1回課業し走

 だけで奉った。漁獲は左かったが3次航海(一0年11月)にアカハラが浅そねで漁獲され

 てお岬千附雌詳細に'1腕・すれば何等かの漁獲があるものと考えら帆
 (担当岩倉栄」1]=一市正一)
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経過表

        航.、海次数・・駄一ぺ・.次2次

        操1・・業1、月目40-8.22.=i.40.81労一二一40.9294α自.き0姐8.30.'..40.8.31
        天、,.侯.b、・巾.亭∵・0.00.0

        気・・ノ犀・一1,008一一二1,015一101510161015'一一1015

        気温298'一280290.27g,2軍O.285        、気象q一海像風向・風力SSW2SSE工・S瓦3SE4S3S3        波浪112322
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        水・'パ111一'深'46囮「=52m7090100～110一100

        漁具使用反数5.反こ・5坂5反5反
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操業漁場海底形状

 魚種別体長組成（40年9月2～3日　西新ぞねの漁獲物)



(2) 中層魚礁設置試験

1
.

2.
3.

4、

5.
6一

 目。的

 帽納・年筆予備轡として海潟沖に1ケを投入し集魚効果を観察したがその結果はやや良
 好であっ走。しかし耐一久度の面で問題があり魚礁の基本的な構造は従来通りとし,バルブを取
 付け耐久度の向上を図る目的で2ケを設置した。
設置月日一

 昭和40年9月28日1ケ

 昭和40年9月・29日1ケ

設置個所

 海潟㌣合(クリ図)
使用船
 がもめ・..!一
 設置経過Iデ
 2ア日土俵作製

 28E11ケ投入

 設置位置に至れば投錨して作業を進めた。ドラム缶内にはドラ.イアイスの昇華を促進するに

 足る程度の海水(1ノ内外)を入れてドライアイスを注入し船上からロープで上表を下げたま

 Iまドラム缶を畢下レて徐々に沈下せしめた。表層附近で盛ん午軍泡牟ハルブから排出するのを
 認めてから2型づつ降したが,そこで排出がにぷるようで1～三分経過したら再び排出が活発
 となる。Iこれを繰り返し,上表が海底に達する迄に凡そ30分を要した。

 投入位置水深3アm・海面からドラム缶迄の深26エロ。
 昨日の投入方法と異りト'ラム缶には海水を9割以上入れてドーライアイスを入れバルブを締め

 つけたら直ちに土俵を投入しれ

 投入位置水深4-6m海面からドラム缶・迄の深35m

結果

 9月28日投入分ぱ41年1月22日桜島.
 9月29日投入分ぱ40年11月15日

 には魚探による調査で確認出来ず夫々,

 凡そ4ケ月及び2ケ月の寿命に過ぎなか

 つい・年設即場妙之月徹下
 して括り何等かの欠点があると思われる

 ので次年度は沈下後引揚可能な浅所に疫
 置し原因を究明したい。

沖

 必小・島

干一一江
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支出内訳

 投入迄に要し繊費。旅費・鐸蝉/)は下のと約七狐
 2ケ分

6消耗品費
 ドラム缶2本@150.o円3000円
 サニレカソ18棚2ケ26・0520

 ロープコース18榊8ケ400

 マニラロープ18祠〃と6分)アOm4≡833φO
 マニラロープ12舳(4分).100m222200
 鉄棒5分九5.5腕のもの4本5002000

 ビニール0・2伽X9.1・50mX20m1丸26002600
 フラー縄1丸…。O・
臥40俵451800

ト'ライアイス201くg6;51300

 針金#125Hg8-0400

計18,180

 ○修繕料

 ドラム缶バルブ取付,金具取付8,500

合計26.680

 1ケ分13,340

(担当者岩倉栄)

(3)撤餌式魚礁試験

.=.11目的
 漁村労働力の急速呼失・老令化にお処するための'策として牒地域に漁場を造1村るの

 を目的とした。
2.期問

 昭利40年6月11日～6月19日

3.使用船

照南丸

4.餌料

 小アジ13.51くg人103ケ

 ・一一サンマ11K9人38ケ

 計1141ケ開閉蓋

 5・餌料発生器下図餌
 料、、o送餌ハィフ
 室・〆打易■∂析..9

等々多彩帥
6-0例=

第1図餌料発生器
 一ユ3・一



   o・妹ラ良凶

   一一

   、ノ

   解

   ?料平ヲ擢ム捧一.堺缶.''送
   イ気・

   '{
   プ

   餌料イ
   出口プ

   停■

6操業図

 ○地形について'
 第5図に位置を示すが・定置網附近は沖

 側で;0工n,運動場の陸側で15.m内外で
 ある。照市丸の碇置した位置は2-Om,僅

 か伸側てば急.深で60～70皿に達してい

 る。苛中合停割合海底起伏が激しいようであ
 る。

 。潮紋つ岬
 附近の潮師律本体緩やかでN皿及び§W
 の潮流が多いようでSE或はNWの潮流は

 余り見られないようである。

第2図操業図発生器

経過

             天気』丸風潮う水撤観

             月日向ね一'餌側1記j事→櫓狂よる             1時漁獲
             侯圧温力流り温数刻

             612r100921-5N.321229n12÷本釣のみ。'一山川泊テツポ→シ…チ             .一4口彪

             本日より撤餌一木釣螢鰯山川泊"             13O100922』]蝿21122813"60"

             14O101225SW21o23a30^撒餌"イサ3尾

             15r00995S皿4312引28〃一ψ"山川泊一ノ」ヴジ10尾

             16r100720.OZNE21123910〃""庄一し

             17r101021.OC鋤一・0o23925〃""山川泊イカ1尾
             /

             18r101{21.5Z3・・1O23D35〃π"山川泊なし

 梅雨期のため天候悪く,叉接岸して錨泊(船尾索は陸上に禦Iぐ)して拾りSW～'S一且の一風の場

 合はうねりが高く危険凌ため山川仮泊が多く夜間の調査が満足に拙来率かっれ調査中は焦探を
 作動し昼夜一本釣を実施したが一本釣による漁獲は皆無に等しい。FL10～150nの小アジの

 漁獲或はキビナゴの表層匝く溝泳するのが.見られたことからこれ等の魚種と思われる。
 なお夜間の照明使用による釣は漁協の要望により実一施せず作業灯のみに留めた。

考察

 第3図ば日別の撒餌・・魯群記録状況を示すものである。又第4図に川尻魚脇定置網の日別水揚
 量を示す。撒簿は潮見により主に潮流が網の方向へ流れる時期に実施したが,その逆の潮流の場

 合でも極暖流であるため撒餌の急速な散逸・流失は少なくむしろ餌料を求めて潮上に来漉するか
一14一



 も知れないとの想定からこの場合にも実施した。12日ば撒餌せず正午頃小群を記弗13日は`
 午前の撒解後やや大型の群が認められ午後の撒餌後は認められていない。14日も小群のみで,
 15,16円はやや大型の鮮が認められて拾り17日は殆んど認められず,18日は叉僅かに記
 録されている。今記録された魚群が撒餌により誘集されたものと仮定すれば撒餌回数14回の中
 撒餌後1時間以内に魚群が認められた回数ば4回で,2時間以内なら5回。不明1-3。時間以内6
 回,不明1となる。そこで撒餌後2時間以内をら誘集の効果があるとすれば魚群誘集効果率(?)
 ぱ5+aとなる。しかしこれにば仮定が二つ含まれて参りなんとも云えをい。一方第4図によれ

14

 ば4月以降の漁獲の傾向を見るとピークの翌日は皆無に等しいような不漁になることもあるが大
 体ピークの後10日間位は漁が続いているようである。当試験の場合ば6月10日のピークの次の
 1時期に当るのでは方いかとも考えられないことはない。

 何れにしても確定的なデrターがな/結論ぽllき出せず出来れば今後の試験に期待したい一
 ○必要経費(旅費・燃料費を除く)
 二・。消耗.磁」
 ビニiルホーメ(餌料用)50m

 エヤニホース(エヤー用)53m
 釣漁具テグス外

 米3t

 餌一料アジ52ケ
アジ51ケ

サソマ30ケ

 .ベルト.外
書自録紙3本
 。・備品費

 チ目ツパー

餌料発生箱

計

円

 84,64q一

 ◎140ZOO口

◎20010・600
2,240

◎2-10D6,300

◎4P.O-20,800

◎45022.95055・750
 ◎40012,OOσ

 1..・」一.D」〕

⑤5501・650
1至850

8.850

5.000

98,490

        612一ハヘ州州へr'・

        131・4川灘,野徽_鰯、一男覇....一八(ハーバ4

        ヰ

        綴榊甜        15琵M川撤         鞍曲。

        16〃→/〃護垂鍵〃y'一,珪
        17

        一1一

        18一.州一λへ・,.・〃(一鞘

 第3図日別撒餌及び魚群記録状況
 漁場～山川～漁場

 巨22(観察出来ず)
 魚探作動するも群なレ...〃.

 撒餌時刻及ぴ個数一
 蠕畷〃や、'大型群記録
一15一.
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(4)漁具漁法技術指導

       開催年月目期間会議会合等の議題開催場所主催者召集対象の種類出席者数
       405.61拠真漁捧紬一{桜島距神島市漁協組合員29
       5.281〃根占県"28

       8.41水産教室阿久根阿久根市中学生29

       91ア1漁具漁法講習東市来索漁協組合員41

       11一'51〃垂水""36

       11.61〃海潟}."15

       11.301〃久志。."一'33

       1つ』212"枕崎.〃〃23

       12.81t.大根出一""17

       12.91〃根占"''1ア

       12.201〃西方〃〃1ア

       {11.221''隼一人振。琴.会"43
       1.'28.1."福山一''ポ"・一'1ア

       2.1S1㍗.谷山}一一一〃24

       90152〃鹿島"〃18

(担当者 水浜一猛)



鹿児島沿岸海底調査報告
 τ調査の目的

 本調査は昭租3.字年度より始め走沿岸海域の長率;海底調査計画の第一2年慶に当かその自的とす
 えところぱ託年度報告書に記述したと拾り漁業者の散発的で概念的な海底魚礁等に関する知識を
 広く海底調査し図面化する事によってその海域に於ける既存漁業の利用出来る或は可能な範開の
 拡大と操業上の計画性或は新にそれぞれの海底状況に応じた新漁具の導入を検討とする資料とす

 る。

 w調査方法

 ω実施計画の基本的考え方

 昨年度同様緯経度1分母の碁盤の目状としその基本的考え方は昨年同様であるので前年睦報

 青書斧照。1..
 一1そ〕。調査船,草びに調査器具その他
 イ)響軍船照南丸98・93屯・300馬力
 『)観測員竹下克r岩倉栄・徳留場'郎
 .づ.螢1.阜照南丸鉛奉後第英雄外18名
 、う製図並に資料処理者竹下克一
句調査器具

 測深、魚群探知機・

 海上電機製S亙1201型14-5KC

 記録レンゲ0m-120m100m-220m

 200皿〕一300エコ11並}⊂0m一ア20エn

記録紙湿式

船位測定主測定機六分儀2台

 副測定機トランソット1台

 →実施方法
 始め計画された緯経度1分母の予定航路上を魚群探知機によって測深しながら船速75

 浬/時内外で連続航走測深して海底の状況を調べ走。一

 実際の船位は航走連続測深中常に与分～.10分間隔毎に船上よりは2台の六分儀で陸上の3
 点.(山頂,.岬,.灯台。≡島崎等)2挾角を陸上からは船上とトランツーバーで連絡しながら船

 上と1司時に或る瞬間に1司時渕牢を行h魚探記録紙上にその測定点幸明らかにした。凌釦各測
 定点内の形状水深については各測定点の距離と記録紙上の長さによ?て算出した。

 13j調査海域並に調査時蛙
 や調査海域...一.。._

 別図並に次の年度別海底調査実施海!或状況図の如く前年の甑島海域に接して野間岬北西海
 域並に坊の岬西部海域1を実施した。

口)調査時期

 第1回.㈱40年子項日日
 第2回昭利40年8月H日

一18一



年度別海底調査実施海域状況



 14〕調査結果

 イ)記録の集録
 調.査の結果は昨年同様5万分の1の縮尺で別区の如く図面化し漁業用推底図として青写.真

 にし関係漁業者に配布した。

 な拾本年度は初年度調俺した甑島海域と本年陵の野間岬～坊の岬海域の調査緒巣を水路部

 発行の海図(海図番号第20ア号)上に転載し海図上の水深並に底質と漁業用海底図上の自:
 然魚礁か自然魚百紬硅域の概略を記入して『漁業用海底回総括編・甑島～枕崎海域』とし
 て作図.も併せて行った。
 (本稿には印刷の都合で再度写したものを掲載し衣)
 本年度の作製図面名

 ・漁業用海底図野間岬北西海域

 ・・坊の岬西部海城

 ・・総括繍飯島～枕崎海域

 口)調査の精度

 本集度の調査は初年度同様主船位測定機器は六分饒(・台!碓用したが副測定機として
 昨年度gロラーンに変り陸」=よりの方位(トランシット)を使用したのでその精度は昨年と
 同事度かそれ以上の精度で作図出来たものと思われる旦.(.昨年率檸古参照)

 づ一鏑査の概要
 i)調査の結果は図師ヒされているので省略するが海図上には記入して牽い多くの天然魚礁
 が発見された。(漁場的価値の有無は今後め調.査によるとして)

 h)野間岬北閥海域の概要

 久多島西方の10・0m地域め海域は砂或は泥と思われる底質で海底は非常に地やかを隆

 起はあるが一応平たん神となってポ水苧120・一130・の海域には南北に約
 5渥内外海底がアm～1.アm二四状になった海.威がある。この海域は一部漁業者によってタ

 イ類の漁場として知られてぱいたがその全容を明かにした。・.
 水深15?m～200mの内は`般キ〔平たん牽海域が多かったが今まで知られていない四一
 状の海底が1～2発見され束。水深200～300mの海域は南北に多くの凸凹状の海底
 があるので今後の漁場価値調査に期待される。

 野間岬閑方は水深200m附近まで天然魚礁が広範囲に形成されていた。腐島と野間岬中
 間の水深300m内外の海域は広範髄な平たん在海域があるが鰯鳥を中心として一水深300
 mぐらいまでぱ岩が多く海底も非常に複雑となっていた。坊岬～秋日沖合はあまり大きな

 起伏は見られなかったが海底は礫,.岩と思われる海底が水深1001n内外まで続いている。
 又水深200m内外でも1m～2m内外の小さな起伏カ排常に広範麗に形成されていた。
 津倉島周辺は鰯高周辺の如く複雑ではなく砂地と思われる海底が多かった。
 坊岬西方の水深3口0m台の海域は非常に広範開な平たんな海域であった。

 坊岬帥7哩附近の水深200m～300mの問には相当大き在天然魚礁カ童形成されて宇
 走。

一20一



漁業用海底図

野間岬北西海域
昭和40年度作成
鹿児島県水産試験場



漁業用海底図
 坊の岬西部海域　昭和40年度作成

鹿児島県水産試験場



漁業用海底図
 （甑島～　海域）

 鹿児島県水産試験場　昭和40年度作成



魚群調査

1
.

2.
3.

4.
5.

目的

 前年度に引続き本県沿岸バ中合域に歩ける海況の推移と魚群の出現とその分布状況を把握する

 ことを目的として実施した6

 調査の方法並びに項目

 調査の方法並びに項昌は前年度同様で又調査定轡並びに魚群記録から求める魚群量算出の方法
 にっし(ても餉年度と全く1同様である。
調査船

 試験船一照南丸(9・8・・9一事屯30..q馬力・)
調査期間

航海次漁海況調査月日定線調査.月日

 14.o-4.4巾～4.40.4.84.11

25.1～5.5.65,9

36.1～6.6.66.9

 4ア6～アア10.Z13

58.2～8.8.88.11

693～997912

 ア10.1～10.92ア930

811.1～11.11.5.～11.8

912.2～12,12.6～12.10

1041.1.6～1.1041,111～1.14

112.1～2.42.5～2.9

123.1～3.43.6～3.10

調査結.果

 この調査で得られた資料は下記のとおりであるが,ここでは資料の掲載を主体にし調.査結果は

 概況の列記にとどめ・資料の解析については別の機会にゆずり老い。

 調査資料の内訳

 第1表海域別月別総魚群量並びに魚祥数及び魚群延浬.数表

 第2表海域別月別記録濃度・D3.2群のL(浬)の分布表

 第3表.海域別月男1飼緑濃度・D312群のH(米)の分布表

 第4表海城別月神己緑濃度'D3・2群の上端水深(米)の分布表

第1図調査.定線図

 第2図海j或区分図

 第3～14図月別20m層α七水平分布並びに魚群反応位置図

 調査の蜥接

 1・春期(4～6月)の魚祥量が擾めて少をかったことが特徴的で夏期(7～9月)魚辮量と大
 差はなかった。4～9月の魚群量計ば4994で総点鮮麗の92%で9月には魚群量32・9で

 隼問の最低値を示した。

一2工一



 2・冬」u](1～3月)、の愉岸卸毎■或てば魚伴吊の増力1一が著しく1～3月計の魚杵吊Iはへ29月・
 6で総、鮒咋量=のアヴ3%を占め,2月には魚併昂.2.2088で年1冊の最副直を示した。

 3。海成別魚柞量・ぱ野川～開閉沖三域33.6%,宇治、卓塩梅j式19ア%大隅束椰海域16-2%等

 の沿岸各海成に多かったが各海域とも1～3月の魚群㍍がア0%以上を占めてIバる。一方川I合

 域の獅子胤東1部,屋久島近海一111合の各海域では何れも5%以下て少右かった。
 4。魚杵反応位置は苛αt線(水筒一…20m層)の密なる部分や渦動峨と推察される所に比一咳的多

 く旋網漁場附近の反応よりもむしろ漁』易周辺での反」心が比較的に多い傾向がうかがえる。
 5。旋網による漁拠昂二と各海成の魚祥吊一との相関は雌網漁」易にま“いて必ずしも魚畔吊=に反映され

 るとは限らず春期の如く漁場の種子島近畑式で1殆んど反映されなかったこと等')あり両者の相

 関は全くみら{1,なかった。
 6海洋調査の結果についてぽ.肩海況予報事業の、1年洋調査関係と一括して検討し別川順海況予報
 事為結果報告↓1に記蚊してあるので本稿てば省略する。

 な合1.海洋1舳則資料は末111止資料編に収録されている。

担当者川上市正

 一?つ一一
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第1表  海域別総漁群量並びに魚群数及び魚群延浬数表

             調査海域'定線総体D3.2群D絆魚群吊:10浬当言醸
             瑚・間理教魚群数延理数魚辮数延理数魚群数延理数D3.2絆D・1滞一平均魚群長
             40.4.4～4.7鹿児島・湾684014ア40何ア249924990』〕21

             野間～開聞159451.1203一0294420826'20384Z81928203.0」コア0
             誼.・m9240532.240532、3β643層64lO048

             宇治～草垣104ア03224019630」2著6,020!,610Z630・0031
             子111合1421001410.01401コ8401〕84・0m1
             屋久島ア9

             。大隅東部一12126295450動8212,08620B6口35る3656;1960244
             種子島東部5380コ6880価8265226520」〕31

             計835115525ア161505993752一4976351β66101,12900φ3
             40.5.1～5.6鹿児・島1湾・689.口49ア303506014711,6ア62660143360007

             野間～開聞・159.11・053260364501686552.1,59681480003

             甑109806306060220028j“甥000112、190120006
             学治～草場104100.01410014014001400000
             言中一合・14210D28100280420q4200』コ00
             ・屋久島ア9

             大鵬東部.、121141,12640552100574378604928427880」〕09
             一種手島東部535一0.11210」コ2840084口56006161.1ア60」]02

             835492939201.8%291.043ア5548.104ア2.86,020.0」]04

             40.6.1～6.5魔.姐'島湾6813028120225110」〕561,176、24643幽00』コ413
             野間～開聞1596・014040コ1220jコ28・5さ200210,5β3000㎎8

             甑109!」

             宇治～草垣104602866028612066120660.02ア5
             河1合=142202141○コ86110」コ2816フ400D2816,ア6800151
             屋久島791.028010280巧200、2520口00354
             大隅東部12114097212.0944201〕283524202103545200803
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                一r..の階級
                年一月海一一一一域0～0.口5～O-10～.0.15～020～一025ん一030～035～040～045～050～055～

                己1050.10015020025030035040045050055060060L計
                大隅東部・ア22112
                種子島東都.11

                計;1ア.4..3:.122ア
                40.ア鹿児島湾1113

                野間～開閥314

                甑3=.317

                宇治～竿垣1.1一2
                沖合

                慶久島4116

                大隅東部55

                種子島東部

                計12921212ア

                408鹿児i島湾631一10

                野問～開聞729

                甑22

                、字治～草垣112
                1沖合22

                屋久.島

                大隅東部22一22

                種子島躯部

                ,計40.511抑

                40.9鹿兇島湾3・・!;一14
                3野問～開閥11一“1
                概6..6

                .宇冶～卓壇



             討83512262558852ア5340980t3%5アZ2731469300』〕74一
             41.1.7～1.10鹿児島湾6814化9ア8359861,0999584412206108P50069

             野間～開聞159288P8041,ア92246288106260122826222086一051
             甑109一24引66122606120560128μ08訓6136456029

             宇治～章垣三1048.0706505383016841,260329044550007
             ・子1il.合142100ア010D7004900490001
             屋久島ア902一00841004プ101〕421.260021014700』〕1
             大隅東部1211一0840τ084014、ア0014フ001・00ア
             種子島東部53

             計835ア817例33085ア6482067372764162P38534802一一021
             41.2.1～2.4鹿児島湾68206P0480630125βア42221891,06511328310882

             野間～開聞.15914510,06ア。3弾ア5642420Z5601285703跳.τ30=]636
             甑1091158φ9ア423561ア35j36211,88085,0802969600798

             宇治～草垣.10452147573512639172コ18904P205引65.958コ851,419
             沖合1421009810m89800≡9800O00ア.
             屋久島7942664202282243641,58036540ア8.120033ア
             大隅東部121275624131,652143,9ア219201096,9402959500465
             種子島東部531ア294461,502111,44210Z48012P50120-300555
             計83538150β941アア23992204269021703,548505ろ1022088580610

             41.3.1～・3,4鹿児.島一湾68364コ79131,414232ア656052218599η121061
             野間～開閉15997159186513923321,995ア81,48ア293448108珊1.00
             甑109.フ24P045535981704062466035P40251,64303ア

             宇治～草垣10411020310』コ28100j7506ア21,4562コ280.02
             沖合1422004920049060206020』〕0
             屋久島ア9一2一004910幻281口021061602730889叩0
             大隅東部12169Z3ア84ア6,468220910276εア8Z81928469ア061
             種子島東部53131.918ア1,フ22601%11Z7123,381121.0930.36
             計855302336981892Z181113651ア1.48449066514・1,551,004.040



第2表  記録濃度D3.2群のL(miｌｃ)の分布

                Lの階級

                年月海域O～鵡O1]5～010㍗015～020～025～030～0る5～040～045～050～055～一                0j0015020025030035'040045050055060006L計
                40.4鹿リ己島湾314
                野間～開聞123

                甑

                宇治～草垣224

                I1中釘1一='一
                屋久島

                大隅東部21115
                種子島東部

                計7431116
                40.5鹿児島湾1113
                野間～開聞4116
                甑3'1116

                宇治～草垣

                1i1l...合
                屋久島

                大隅東部121.4
                1鍾子島東部11
                計9,3ξ31120

                40.6鹿児鳥湾2一2
                野問～開聞44

                甑

                字治～草垣41■.!.、6
                沖.一合11
                屋久島1.1



1一

             一I'■■■一'

             調j査定線総体ユ⊃3.一2群D・1鮮魚群             海一域10浬彗己禄
             期;問一理教魚楴数延理数魚群数延浬一致魚群数延理数D3.2群D1群1計平均魚群長
             40・10・1～1q・弓蜂島兇湾6860126一601261,3ψ.1,3』40018

             野間～開聞1591ア2約0152β94=20056352コ130756一3528690.16ア

             駆10910.154101541,5401,5400014
             宇治～草坦10451,45651,45614532145320140
             字111合14250336.一3'016812016825204ア321425201]24
             屋久島ア9508353080ア20028385300/82387120105
             大隅東部121

             種子島東部5310D5610』〕562800{28000010
             .計835405613223625181,9884029舶23,口864260490工〕6ア2

             40.11.1～11.4鹿児.島湾68230609301962004138400343511,835009
             野間～開閥159140/19.1401190602060201]08

             甑一1095004950」コ49033603360005

             宇治～卓坦.1041q0126.100j26085408540.01
             1中合・1429028Gl、902802コ142,1140」〕2
             屋久脇一ア9
             大隅東部121140塵850昂9901192Z1041,63828742.0」]5

             種予島東部53ア0/26ア0.1261,4421,4420D2

             835821.%ア80735ア41,2323550410421.巧、9250.023
             …■1一一.o一^」I一■一一I「■''一一ユ'■‡^■

             40.12.2～12.5鹿児島湾681205041205043332≡3ろ3201]ア4
             野間～矧鞄一15910042ア80392200358526030888340026

             倣10981,55841,44640コ12287281,46330コ91○コ42

             宇治～草地10410』〕3510035063006300D03

             河1合142.802ア340.1684010549701,0366,0060019

             屋久島ア9100245・4・0133一.・・6O.1122422053929610場31

             大隅東部1216328145ア.2,ア0260112832ア90595838ア40232

             .穂子島束部5310039910039911,10211,1020.075
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         .屋・久島
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         種子島東部

         計12214
         40.10鹿児島湾口

         野州～開閥64111215
         甑
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         巌.久・鳥.111..・3
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                工1ミのミ階・一級
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                屋久一一島44

                大隅東部,                391355ア

                種子島東細8210
                .計'6218ア188
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                野間～開閥11114

                一瓶4142112

                宇治～草垣12115

                河1。=恰
                慶=次;II島11

                1大隅東部一・

                種子島東部≡
                計47一12142・2111430

                41.2鹿児島湾'5218

                野間～開聞452032フ0

                一翻2113211111142

                宇治～草坦ア6415222111335

                洲1合11
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                大隅東都4422113
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                計8349113954341141ア7
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                野間～開聞2ア19243212565

                観3114621155
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第3表  記録濃度D・3・2群の高さH(m)の分布

            Hの階級
            年月海域0～10～20～30～40～50～60～・70～

            10210」30405060ア08080L計
            40.4鹿児島湾314
            野間～開聞1113

            瓶

            宇治～草垣13・1
            沖合

            屋久島

            大隅東部415

            種子島東部

            計4911116

            40.5鹿児島湾123

            野間～開関426

            甑1416

            宇治～草垣

            沖合

            屋久島

            大隅東部11114

            種子島東部1.1

            計610121120
            '''凸一■'一.一1I

            40.6鹿児島湾112

            野間～開聞314

            甑

            宇治～草垣1236

            1中合11

            屋久島11

            大隅東部101一112

            種子島東部11

            計127ア127

            40.ア距児島湾213

            野渕～開聞314

            甑25ア

            字治～草垣112

            沖合

            屋久島3216

            大隅東部2215

            樋子島東都

            討131021127

            40.8鹿児島湾42410

一32一



            Hの砦級丁1
            年月海域0～10～20～30～40～50～60～70～

            102030405060ア08080工一計
            野間～開聞33219
            ・鼠22
            宇治～草垣112
            沖合112
            屋久島

            大隅東部8111222
            種子島東部

            計151966147

            40-9鹿児島湾・314
            野間～開閥11

            甑12126

            字治～草埴

            刑1合

            屋久島

            大隅東部33

            種子島東部

            計435214

            40.10鹿児島湾

            野問～開聞24413115

            砥

            宇治～草垣

            榊合1113

            屋久島2{3

            大隅東部

            種子島東部11
            計2ア723122

            40.11鹿児島湾1一23
            野間～開聞

            甑

            字治～草垣

            沖合

            犀.久島
            大隅東部1225
            種子島東部

            書卜2248

            40.12鹿児島湾

            鋤判～開聞4318
            翫2114
            字治～草垣11

 一3s一



            年お且.・の.階=..級            海一域0～10∴20～30～一40～50～I60～70～
            10203040506070.80一80種計

            沖合2114

            屋久島224

            大隅東部311294157
            種子島東部3710

            計432ア125188

            41.1鹿児島湾5218

            野間～開聞.11.24

            甑ア4112

            宇治～草垣11215

            書中合

            屋久島11

            大隅東部

            種子島東部一

            言卜512ア5.1.30

            4t2鹿児島湾448

            野間～開閥1133214170

            薩624ア4142・

            宇治～草垣815一63111.35
            河1合11

            屋久島112

            大隅東部35211113

            種子島東部1236

            計21745019ア12211アア

            41.3鹿児島湾4・42313

            野間～開聞11241264213265

            甑221166431255

            宇治～草壇1.1

            沖・1合

            屋久島11

            大隅東部1421631114ア

            種子島東部123・1ア

            討32713921・87335189

一34一



第4一表  記録濃度D・32群の上端水深(m・)・の分布・一

             ■一■■■一上端水深分布
             年月海域0～10～20～30～40～50～60～70～80～90～

             1020304050607080一90100計
             40.4鹿児島湾134
             野間～開聞123

             甑島

             宇治～草垣224

             沖合

             屋久島

             大隅東部311I5
             種子島東部

             計6511316

             40.5鹿児島湾213

             野間～開聞31116

             甑島426

             字治～草垣

             沖合

             屋久島

             大隅東部44

             種子島東部11

             計.14311120

             40-6鹿児島湾22

             野問～開聞1124

             甑島

             字治～草垣1416

             抑合11

             屋久鳥11

             大隅東都83112

             種子島東都11

             計11104112ア

             40一ア鹿児島湾213

             野問～開縄134

             甑島167

             字治～革垣112

             沖合

             慶久島66

             .一大隅東部3115
             '■

             種子島東都

             計1411112ア

             40.8鹿児島湾451f0

一35一



             一一一一一             上I.端・水深二分布
             年月海域0～10～20～30～40～50～60～ア0～80～90～

             10う0一・3040500ア009計
             揖問～開聞一.3'一'ち19
             磁島11一2

             宇治～草垣22

             沖合112

             屋久島

             大隅策部810111122

             種子鳥東部

             計162153114ア

             40.9鹿児。島湾1214

             野間～開聞11

             麓島11316

             字治～車垣

             沖合

             崖久島

             大隅東部

             種子島東部213

             計31252114

             40.10鹿児島湾
             野間～開聞2343315

             一一■一'。一一甑島

             字治～草垣

             沖合213

             屋久島33

             大隅東部

             種子島東部11

             計2953322

             40,11鹿児島湾213

             野問～開聞

             一砥一一一一協一

             宇治～草垣

             沖合

             屋久島

             大隅東部・12115
             種子島東部

             計.3.2一218
             40.12鹿兇島湾
             野問～開聞3・4、18
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第3図 魚群反応位置図

(40.4.4～4.11)
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沿岸重要資源調査

 岡の委託・事業として継続異施しているもので西海区,南海区,水産研究所の実施要i1賞に従った。

   調査地漁一業種類内容
   鹿児島娃榊享サバはね釣佑体測定,漁港調査

   ''近淋サバ,天秤釣,植糊〃〃

   〃州享巾着網〃"

   枕崎港片手巾着・網〃〃

   ''カツオー本釣〃''

   〃ヨコワ曳糊〃〃

   阿久根港片手巾着網〃〃

 1、一弓査の結果

1.マアジ

 巾着網船による澁南及び北薩湖成の漁雌≒j・を昭利29年からの経年変化をみると,好漁年は,

 31,3ア。38年にみられ・40年は,薩南海域(枕崎港)で2,310屯,北陸梅威(阿久根,串
 木野港)て4・500毛の水揚封.となり・好漁年には及ば方かったが39年よりは」剖ilし島40
 年を月別にみると・薩南てば2,3,4月に種子島東部,南部を主漁場にして1,383屯,10
 11月に枕崎～開聞の沿岸」或で772毛と在っている。魚体は11重子島で小アジ,枕崎～開閉て中,

 小アジであったが・10月の亜アジ出現も可成り多かった(第1表)。北薩海峡てば5,9・10

 月に漁狼のピークがあり・5月は小アジ・9・10月ば夏アジが主体であった(第2表)。
 以上のように,404i・ぱマアジ漁椎境は両海区とも39年より」舳1したが,薩南での夏アジぱ10

 月に若干出現した程度で・主体は小アジ64%1一一アジ29仙北薩は夏アジ49%小アジ41%。

 この斗うた銘柄別細友比からみると・llヒ薩・南薩両海1賊の魚種交流はないようである。
2.ゴマサバ

 40年の漁独1胃一は飛躍的な増加であった。巾着・船ば薩南,北蛙とも9,10月の秋漁が良く,

 総漁泌吊1ぱ薩1句て10・439屯(39年より5・942毛の噌)・北蛙てば4,アア0屯(39年よ
 り2.16ア毛の噌)で,両海城とも39年の約2倍の増,」llであった。

 漁場は薩南は種子島東`南・馬毛鳥周辺で2・3月大・中サバ6ア%・5月梅吉・湯瀬・宇治暫
 島も大・中サバ78%,9,10月節間近海は中・小サバが主体で,全般的に。寺て40年の前期
 は大・中サバが多く,後期は小サ・=か多カニった。北薩では,前則の漁雅揮.ぱ少なく,後期になっ
 て小サパの撮が多くなった(ア0%)。

 一方約サバ船の状況をみると,(第5表)満1Ulは5月に始首り12月で終漁,漁場は主に屋久島

 近海でこの固・9月に開一榊一ヒ・10々楓島・女島と断片的な移動があっ札総魚狼晶一は2・200
 屯て39年より約2.5倍の」曽川である。碑に魚体細戎のまlj合(第6表)をみた場合,(鹿児島入
 港船は阿久根入港船と漁場は殆んど1司一である。)屋久島を中心とした薩南では中サパ75%を

 主体として大サバ1ア%小サバ8%で'ある。これを」司別にみてみると。5月の初條朗では大サバ

 95%～99%であったのが,6月になって中サバ94%と交替している。以段終漁期のτ2月

 吉で中サバが多い。又聞固子中は秋涼て'.らるが小サバ主1本て一10月け小サバ80叱中サバ19砺と

 1をり。11月になって小サバの糾合ぱ50%とやや減少し,大サバ23%と目立ってj曽加してい
一45一一



 るが漁獲量としては少量である。

 以上の如く薩南のゴマサバ漁は巾着網・・天秤釣の両者'とも初漁期だけ大サバの割合は坤嘩宇多珍
 ったが,短期間で中サベに変った。即ち39年冬期にみられた大・中サパは著しく減少し走こと

 が注目一される。薩南海域のサバ補給源或いは・ローガル資源g割合について殆んどわかっていな
 いが近年東海サバ資源の減少から喜で割合肥大さを影響を受けることも考えられるが,反面魚体
 の小型化への傾向が強い手と・仮に藤車サバ資源は1他の海域がら全く補給されない所謂閉塞的
 で・薩繭の中だけで生活サークルをなしているとす牟は漁獲強度が増大することにょ一って経年的
 に漁獲量は減少傾向を示し,魚体は小型化するととだろう。しかし40隼の漁獲量二は近隼にない
 高水準であることは,他の海域から案外大きな補給があると考え・られる。

 3一マイワシ

 40年の漁獲量は83屯で39年の48ア砲に比べ大きく減少し走。39年の場合夏季を中心

 に突発的を好漁がみられ允が,40年は卓越した月は殆んどなかった。ところが41年2月にな
 りて磁島北部海域を主漁場に北薩方面で300竜の好漁があったが,一時的凌現象でその後持続

 しな・珍・1た・40年g体部15一二20cmでモIr16cmにみら帆
 ・.1年1～・嘩紬近蝉畔麟湾内でも単一純一して若千漁獲されたが・その後金/みえ
 淋沌この箏40干呼叶沖合に拡大され苧よ1であるが・急激千9転は望めそ
 うもない。

 .4・近海カツオ

 .49年の経過を好漁隼の.39年と比較し方がらみてみると,1月」き月までの水温は全般的に

 低目でハ38年の異常冷岬卿状態であったため・カツオ群の北上を阻止する結果徹ったよ
 岬妙.帯に外4月?榔から盛漁期の1。千㈱流域でやや長鯛最㈱がつづい

 繋鴛篶黛1驚淡芦;1㍗っ
 こ叫岬10年蹄蹄卿秋は牒域とも水温は低目に経果したことがカ淋漁況に
 悪影響を離した一つ瞬率に率つ亮と息地るが・5月～・月・に昇温したため漁況は一時好転
 したことが不漁埴になら左か÷一存こと一で亭ろ㌔
 5・ヨ。㍉7.二.。、・.一一'一一、・∴一
 束滅・る蝉は主に冬坤1で・従二て水温蝸駐師丸た毎期勉る。・・隼冬期の好漁と・1

 年冬興の奪蹄を水温分布からみると・好漁期は甑牢峡から枕崎沖一帯に低温水帯が張り出した状
 態が,北上する黒潮分枝流が沿岸永系を袋状た圧縮寺る土5I左形になっそいる。このよう・珪こと

 ・パ柚争。帰坤箏一ξ・即年11月分からみられ苧鵬西癌からの暖水の麟は1欲な一て
 卿れ・芋醐1印黒潮分枝流Iの流入が大きけ薩摘千ら蝋毎峡へ南下眺一1とする
 騨水定圧迫←を;1蝉なった。・月は最俄醐た去った如あ・敗入ると鵡は急激狂上昇
 レ却沿線下流牽阻止するよ箏一息概して・1較納言ゴワ漁場の水温は前鞠期

 .;二;1濃以西㍗∴1㈱の北上が顕著であり㍗占ポ㍗
 担当者徳・留一一陽一郎
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 近海釣サバ(天秤釣)(その2)

           一調査日1脚140年1僻脾組一
           .5月13日一6月2日ア月12日8月3日10月2頃11月g日12厚一塙梛3目3戸陶福

           船名一金徳福吉銀洋福幸金比良光栄進万盛万盛

           12』〕13ア5

           肥.125391B91
           一13.0ア24211081

           満13.516195141415
           14』〕111一3281-14

           度145.6564610

           15045一133

           155一11172

           平均13.91畢13412913,4141144
           13一

           ・14.

           神15

           経16

           固.1ア24121

           18631212685ア

           数19919412131221312

           =206585ア327

           212113

           22

           平均19019118519018ア190187..186191一

           ♂♀♂♀♂♀♂♀♂♀一♂♀♂♀?♂♀♂'♀
           0ト56367154

           生5～1025不不不不35

           殖10～15・1231.5-1・2

           膜15～20=1明.明明明=子4
           重20～252214二15

           旦皿25-30一1'一可2-6

           (30～351・224

           グ35～4021

           )40～45111

           45・以上i9672

           平均16298=6324η1B肥・加I5246コ、・28.

一一48一



 近海片手巾着網(ゴマサバ)その1

        調査円1僻口40年腸1」41年
        5月6日6月5日.7月9日1{月4日2月1唱左1同

        船名1直進岨栄進松福三代〃

        漁場竹崎湯瀬.東新屋久種子東"
        245

        502

        555

        60

        尾65。1一
        70

        ア51,、』1

        叉80一一一I一一一一2・321
        852211

        長901362

        9542ア41

        30062821

        頻0512214.21
        10ア11・2・

        度1533211
        2042ア21

        252541・

        分30'382
        354.531

        布40一25
        45126

        502441(

        (5516マ
        屋サ
        )60211ノく

        )

        652111
        701

        ア531

        8024

        8531

        90一一τ'14

        平均308・・㌧・一'詰3'32ぎ322299269

 一4ト



 近海片手巾着I網(ゴマサバ)その2

         調査日瀞1」40年ア崩自11徽41年         …5月・6日6月5日11月4日2月14日左1司

         船名喜.進.旭.一栄..進.≡松嶋三一代〃
         1201.2.'3

         12561618

         肥13』〕818815

         13561495

         満1403ア31

         1451511

         度150

         15511

         平均一仏4137・132126
         13

         142

         神155

         縫162

         間171

         1861312二164

         数19111810216

         20384一㈹2

         2114122

         平均1鞭ジ19018ア190193150

         ♂♀♂♀早?♂♀?♂♀♂♀
         0杉52111010291048185-331

         5～10411一42r一1≡311

         生10～154.2'・“24

    
     

、

         殖15～20㌧。21111
         腺20～25Iジさ
         重25～3G!21
         出叩.30～35.21≡

         (35刈011

         タ40～453
         )

         45教上11

         平均10j801821041.ア04..撃.24t011.6856781

 一5'O」.'



 片手巾着網(アジ類)そめ1  片宇巾着網(アジ類)その2

              査日僻脾0聯則1調査.日i僻贈眸              一4月ア日・個12日1月29日左1司左回4月ア日1㈱4・1周額.1月2唱=・左一・一同・左'r同
              名一一丸三.福・吉..太.洋〃1〃船名一丸三福吉一=太一陽〃"
              場一竹崎種子南247区"〃1佃一
              240一(・1ア53、一・肥11.55

              451赤802一満12」〕13
              504A口852度1256

              )

              558・'9013』〕1
              6072951平均122
              6512009♂♀?♂♀♂♀♂♀

              ア0313・・=058デ0～5162623913
              751三≡10㍉0・・5-104-531

              802211156生10～15714

              8511一一205殖15～20212

              90.91・252腺20～2512

              951230.重25～303

              300(9一352邑里30～353

              05マコ(一35～4011
              一一ア・
              10・■ジ2タ40へ452

              )一

              1511)45～501

              20150～55

              2515540

              30i.60以上1・

              351平1均t仏881,02672895229.0808
              402

              `4515

              504=3一I''.

              6545''1'

              ア。d

              754.j2i
              801皇2

              852

              901

              95

              均26133幻3492Z4208

一5王一



 東海はね釣(ゴマサバ)その1)  東海はね釣(ゴマサバ)その2

          調査日撒140年調査日雌1i40年
          4月6日4月23日5月8日4月6日4月23日5月8日

          船名一金比羅・栄栄.船。一名...金比羅栄栄
          漁場一魚釣魚釣魚釣一12j]5.56
          2ア0肥125.161114

          '

          75嚇13』〕18一121ア

          80度135ア158.
          尾8514.0242

          90平均13コ1132150
          又9513

          30052一一一一妻14

          長05ア21神15

          1010196'経16

          頻15141ア5問1ア1
          207109181055・

          度.254ア数196312.
          30141020696.

          分35335一2135.2

          4025平均191197一こ192.
          布4511一一♂♀♂.♀念♀
          (5030～5

          尾551一ト102

          )60生10～1513413

          65殖15～2052153'32

          平均317318329一腺20～255251一43

          重25～305223

          旦蝸.30～3513

          (35～401          戸

          )40～45

          .45以上1

          平・均2262381ア91582鮎201
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第1表  マアジの漁獲量(枕崎港)

       入港漁獲量1マアジ

       年月隻数(屯)大申小豆
       40192o.3O.3

       2ア8325.2.325.2
       311ア452.1451.90.2

       4101605.64.ア1ア5.6425.3
       』

       510370.ア9319142.3

       6141O.ア0.1O.6

       ア.14.0

       8ユ4、'2.50.91.6
       911112.33.44.ア4.2
       102ア94ア4.ア244.711951.10.5

       1184.29ア8199089692

       123268.131.236.g

       計I11一ζ62,310.O4.ア664.21,4ア2.816-8.3
       組成比一.10q%0.3.28.ア65.7一Z3
       41198213.496.5110.06.9

       2132.一5Z910.811.3133.22.6
       3111221.アーO.6.5&3162.62.2

 第2表・  マアジの漁獲量（阿久根港)・・

       入港、一漁'獲量一一マアジ
       年月隻数一(屯)大中小豆.
       401300

       230.90.9

       3.3389370.0193

       4491格80.1112.7
       517372753.699.666.84Z2

       1.1

       61寧ξ,155.60.122.ア.ア5125.3
       ア144g!1.0.38.31Z764.8
       836q314.99095.566.6143.8

       9390594.43572.279毫4.396

       10369824,60.43942…935,45-5
       11182.33Z9.0.816.553.226エ4

       1298,213.Z61.196,456.2
       計2,01一ア一3.462181Z5、.385.2I1丁40%.1、ア10.0
       組成比100%0.ア9340.フー423

       小11111402.4口.511.628.6       622.6口.35.24.10.8

       296.9ア91Z5
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第3表  巾着網によるゴマサバの漁獲量(枕崎港)

      年月入港.漁・獲量ゴマサバ
      隻.数(屯)大中小

      401・922-33.9ア6185.141.2

      27854Z6302.5238.5106.6

      31171.159551Z83898;・251・9
      410195.61.77ア316.6

      5103.!、334・9286.8488.25599
      61411,481.8671.44897320.7

      71463.34.442.ア16.2

      81436Z716.O351.7

      91111,845.38.3160.11,67き一9

      102ア921348.2171.0.404・21,プア3.O

      118465Z9290・・手20・4.30B.5
      1232=184-911.246,312ア4

      計116章10,320.61,911.72,858.35,550.6

      組成.比100%18.52Zア53.8

      41198..1'161.8186.8265.8ア092

      2.132=.1,450-7:5Z91.2.・8.21,264-6

      31.11.与、31.015.136.8・4ア91

第4表  巾着網によるゴマサバの漁獲.量(.阿久根港)・、

      年月入港漁.I狼一一量ゴマ.、'サ..バ、
      隻数(屯)一大申.・i小

      401300

      230

      33313Z22.8'・34・30.1
      44911.40.2・1=0.80.4

      5173204.83.8・1・8.9■・182.1
      6186183.80.1、91.492,3

      ア.144.,64.80.12.4162.3

      8360.2ε2-2る93、242.9

      9390830.03.1413.3413-6

      10.員69φ.50.2t220.061290
      111823099t411.329Z2

      1298325.026.3衛2-3166.4

      計.2P.173.0993390.81ア今02,18.6.3

      組成、一比二100%1.328.2ア0.5
      4116081.52.4j-P・1ア8.8
      2114.41.O1.1399

      38311.8一一一一O.210.80.8
=一54一



第5表  釣サバ漁獲量

         鹿児島港阿久根港枕崎港計

         月日入港漁獲竈=入港漁獲量入港漁獲遣入港漁獲掻・

         隻…・一教・・」1(l1言)・整数(且(9)隻数一(Kg)隻数(Kg)
         401-I=1』一一一』・'・ii

         21.÷=・         一}一一一一一・・■一一

         3一・一一■一・・

         4i・・■...一

         54ア176.20029お2,895■■7625冥095

         614351900075252455`■218778,455

         ア149358.000一アー2194,200`一221552.200

         83883.6003542470一`ア3133,OアO

         93861,3005346,3651652998525613Z650

         10285895062'43、ア375'620,08ら1-46-I122,ア72
         1162126,1002736.405215,910110'168,415

         1215225002220,2り5■.3ア4冥ア95

         計520.412,6503ア5ア32.82224255,9801,13ア2,201,452

         411625,50032,055i■9:.2Z555

         2一一一.'一一・.一

         325,2-00'一i`25,200

第6表  釣サバの魚体組成(Kg)

         年月阿久根港枕崎.港
         総轟=大中小.総屋1大中小

         40582,89582,790105

         625245510,ア39248.086630

         ア1..94,2004,135188.02521040

         8424ア04,72538,5356,210

         946,3655,02524,78016,560299852,ア1510,29016,980

         1043.73ア6,18015.57021,98720,0851503,78016.155

         1136.4056,34522,485Z5ア55,9101,3801,5902,940

         1220,295Z32028103.165

         計732,82212Z25954Z29158,2ア255,9804,24515,66036,0ア
         100%1ア374,78.0100%7628.064.4

一一55一



漁況海況予報事業結果報告

 一こ6韓曜摩の補助により牒沖合漁業に前する漁牟を細飢4の緒挙にもとづいて予報
 並に速報を再確かつ迅速に普及広報することにより漁業費準の合竿的利用と操業の効率化をぱかり
 もって漁業経営の安牟に資するを目的としたものでその結果報告律.下記の別11趾で報告したので省略
 する。

別冊

 r漁況海況予報事業結果報釦』
 くlI召和40年陵)..

 .1召和・1年咋行・・判印刷禦、、.
 な拾調査の実施概寒は次の通り

 11〕担当者

 よ野茂・竹下克丁・=考倉栄・徳留陽一郎川キ市正・
 (写〕.'子中合定線調査
 イ)使用船照南丸g8・93トン300馬力
 ロ）海洋調査の実施状況

      調査年月日船名調査員名観測一点数欠渕数備考

      S幼.4.4～4.11I照南丸一一川上市正一漁準況予報一'22点・在し
      5.1～5.8〃岩倉栄定線魚群調査17点"
      6.1～6.8"竹下克一春1-39点"

      Z6～Z12〃川上市正以下各月同じ〃
      8.2～8.9〃徳留陽一郎"
      93～912"川上制E,岩倉栄一"一

      950～↑0.一一3一"竹下克_一〃
      1t...コ㌻1/ア〃川上市工E"

      12.、2J花二'9〃徳留陽一郎一="
      S41./ア～一1.14"岩倉栄〃
      2。,1～2-9"竹下克一一〃
      3.11～59"川上市正I"

 
     
1

 ハ）観組定線概要図

一56一



 漁海況予報事業調査定線・定線魚群調査定線図

凡例

漁海況予報事業

定線魚群調査



 (31漁海況速報並に予報の発表

      速報発表月日印刷部数圭一走る配布先対称魚種備考

      4月230部アジサバイワツ類第53報
      8日,15日水産庁一、～
      22日29日ムロ・カツホマグ同類56報
      5月全土57
      ・6日,13日全漁連I、～

      19日、26日他トビウオ1」.魚60
      6月全。上61

      戸口・10日李国資水研～
      17日24目二地底魚64

      ア月九州山口永訣。全土65
      1日舶15日～
      22日,28日.他関係水誠一一他底魚バセゥ69
      8月全土ア0
      5日,12日I歯係官庁～

      、

      19日,25日バセウ底魚ア3
      9月、全土74
      2日9日16日県下各漁協{'・^～^
      23日,30日}'バセ'78

      10月一全土ア9
      7日,14日希望一■       ～

      21日,28日呈他プリ82
      11月凸全。上。83司
      4日,11日改良普及員～
      18日,25日1ブリ86

      12月調査漁協の全土8ア      3日.,9日,       ～

      16日,22日入港漁船ブ1ヨコ90
      1月全土91
      6日,13日広報機関・'～■
      20日2ア日絶ヨコワ95
      2月全土96
      3日,10日～

      17目,24日他ヨコワ99
      3月全土100
      3日,10日～

      17日,24日103

      特5月13日200部全土トビウオ
      別7月22日バセウカジキ
      予12月11日ヨコワ
      報3月10日近海カツオ

 14〕調.査研究結果

省略

 一58ト


